[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.png]IEs
)

A




九条の会事務局


解釈で憲法９条を壊すな！実行委員会


許すな！憲法改悪・市民連絡会





６０年安保、７０年安保につづく｢１５年安保｣





　６０年安保、７０年安保後のような「敗北感」はなく、いまは、憲法９条と違憲の戦争法制が併存するが、違憲の立法は「可決」されても違憲であり（憲法９８条）、戦争法を発効させないことが大事。たたかいは終わってはいない。運動には波があるので、集会参加者は減ることもあるだろう。やられたけれど、どうがんばるかが大事だ。





総がかり行動等で日本は｢デモのある社会｣に





　「総がかり行動実行委員会」は、これまで立場や意見の違いがあった「解釈で憲法９条を壊すな！実行委員会」「戦争をさせない１０００人委員会」「戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター」が２０１４年１２月に発足させ、さらに、さまざまな課題にとりくんできた１９団体が加わっている。


　戦争法案を廃案に追い込むための運動を呼びかけ、１２万人が国会周辺を取り囲んだ８月３０日をはじめ、１万人超の集会が１２回。


　国会審議が山場となった９月１４日以降は、連続５日間にわたって数万人が国会周辺を包囲した。





過去の安保闘争との比較





　６０年安保、７０年安保は、戦争体験世代が社会の大半を占めた時代の、労働組合など組織による闘争だったが、「１５年安保」は戦争を知らない世代が社会の大半を占める時代の、自立した市民の運動だ。しかし、デモに出る余裕すらない非正規労働者層や、中小零細企業家層、アベノミクスに期待するサラリーマン層への浸透は困難で不十分。市町村レベルのどこまで広がったのかも考える必要があるし、職場での運動もつくれていない。





今後の課題





　原発再稼働反対、辺野古埋立反対などの運動と結び、１９日を忘れず、戦争法の廃止と、南スーダンＰＫＯの駆けつけ警護など発動阻止の運動、戦争法廃止全国統一２０００万署名運動にとりくむ。参院選に向けた野党の選挙協力の成否は住民運動の高揚にかかっている。





活発・多様な質問と意見





　講演後には、「採決していないのだから『成立』していない、として訴訟はできないのか」「全国７５００の９条の会、動いているのか疑問」などさまざまな質問・意見が出されました。高田さんは、戦争法廃止へ多様な模索が続いていることや「機会があればデモに参加したいという人が２０００万人いる」という世論調査を紹介。「多くの人が歩くとそこに道（＝希望）ができる」という魯迅の言葉を引いて締めくくられました。


　　（三浦久美子･記）





�





�





　１０月１７日、調布「憲法ひろば」は、あくろす２階のフリースペースに、九条の会事務局の高田健さん（左写真）を招いて１０月例会を開催。安保法（戦争法）反対の運動にとりくんできた「戦争をさせない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」でのご活躍を踏まえてお話をいただいた。司会は石川康子世話人（右下写真）、レポートは三浦久美子世話人にお願いした。参加は３６人。
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